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浅間噴人の図 これは金紙に

近い大きさの薄い和紙に色付き

で書かれているもので,作者の

名はない。ただし,図の隅に,

この図は,見分の役人力溺 べて

図にしたものを,熊谷駅で昼休

みをしている間に,ぬすみ書き

したものであるから間違い多か

るべしと書いてある。幕府は情

報の流れるのを禁止したらしい。

あるいは,昼休みに,それとな

く写させたのだろうか。熱泥流

の文字がみえる。原図では,こ
の部分が赤で示され,その流れ

た範囲が図示され,各村の被害
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Maiden-hair

小石川植物園の温室の一つ,唐室の壁には,いつ

の 日からか,ホ ウライシダが一面に茂っている。東

京の露地には見 られない凡熱帯性のシグ植物なので
,

先人が意あって植えたものに違いない。いつ,ど こ

から,誰が持込んだ ものなのか,言己録がないのが幸

して,私の ロマンチンズムをか りたてる。このング

はシグというイメージから来る陰湿 な感じは全 くな

〈, 日当りを好み,その姿は優雅そのものである。

分類学の神様, リンネが命名 した学名五αづα%れπ

"が
ιι%針υθηれsL.は , “ビーナスの髪の毛の

ようなアジアンタム "で あり,英名 malden― hai r

(fern)は 学名か らの直訳であろう。和名の “蓬未"

といい,学名の “ビーナスの髪 "と いい,シダの中

では最高の名前をちようだいしているこ'と は間違い

ない。最近では近縁種の鉢植えが,ア ジアンタムと

いう名前で花屋の店頭で売 られている。私 とホウラ

イング との付合いは,今年で丸 8年になった。

野山で見かけるシグ植物の本体は,造胞体 と呼ば

れ,成熟すると葉の裏面に胞子を形成する。地上に

落 ちた胞子は発芽 し,幅数nllnのハー ト型に成長 し

て配偶体になる。前葉体と呼ばれるこの小さな配偶

体には,雌 と雄の器官が形成され,その中にそれぞ

れ卵子 と精子が生育する。両者は受精 して再び造胞

体が育つ。 この二 つの生活型,すなわち,造胞体と

配偶体 との くり返 しが “世代の交代 "で ある。

胞子の発芽に続 く前葉体の発達過程は,胞子の入

手 ,保存 ,培養 ,観察,諸々の実験の しやすさなど

から,動物におけるウニ卵の ように,植物における

実験形態学 ,細胞学の絶好な材料の一つになってい

る。このため,前世紀以来, ドイツを中心に多 くの

研究がなされ,数々の知見が得 られたが,中で も発

芽 ,成長の過程が光 (波長,偏光 ,照射方向,照射

時間,照射時期など )に よって強 〈制御 されている

という事実は特筆すべ きものである。

さて,私は子供の頃から,生 きもののさまざまな

色や形に興味をいだいてきたが,その興味は長ずる

和  田 正  三  (植物 )

に及んで,遺伝情報 として組込まれた設計図をもと

に,いかにして形が作られていくかという,形態形

成の問題へと発展 してきた。例えてみれば,大工は

図面を見ながら,いかにして家を建ててい くか, と

いう興味である。多細胞生物の場合, どこの細胞が

細胞内のどの位置で,いつ,ど ちらの方向に分裂す

るかということが形作りの決め手になる。私はホウ

ライシダの胞子が発芽 した直後の原糸体細胞を用い,

IIB胞分裂にかける時期,位置,方向を光の当て方に

よつて制御しながら,その機構の研究を続けてきた。

そして最近,植物学教室発生生物学研究室では,細

胞の一部分のみに光を当てる装置 (微東光照射装置 )

を,科学研究費試験研究補助金で作らせていただい

たので, この装置を用いて,ホ ウライングの細胞分

裂に働いている光吸収色素の存在部位を調べている。

ここではその一例として,細胞分裂の時期に関する

新しい知見を述べさせていただくことにする。

冷蔵庫に保存しておいた胞子を,実験に必要な量

だけ寒天上に播き, 1晩暗闇でふやかすと,胞子は

膨み,光に対する感受性を獲得する。この胞子に赤

い光を当てると,胞子は発芽を開始する。水平方向

から赤い光を当て続けると,胞子から発芽 した幅約

3帥価の糸状の単細胞(原紳 )は,ほ とんど細胞分

裂をすることなく,先端部で成長をしながら,寒天

上を光源に向つて真すぐ伸長 してくる。わき目もふ

らずに赤ちようちんに直行する呑兵衛を御想像して

いただければよろしい。これは重力屈性に比べ,赤

い光に対する光屈性のほうが強いためである。 6日

間も培養すると,原糸体は長さ約 600 μmほどに達

する。この 6日 目の原糸体が私の実験材料である。

微光束を使った実験につぃて述べる前に,ま ず細

胞全体に光を当てた時に起る現象の説明から始めよ

う。赤い光の下で,ほ とんど細胞分裂をせず伸び続

けている単細胞の原糸体全体に赤い光の代 りに,数
分間青い光を当て,その後暗闇に移して, 1日 も放

置すると,細胞の先端部で,細胞分裂が起る。この
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青い光を吸収する色素は,カ ロチノイドとも,フ ラ

ビンとも言われながら,未だに決着がついていない

物質で,いわゆる“青 。近紫外光吸収色素 "で ある

ことが作用スペクトルから確められている。次に,

この細胞分裂の時期は,さ らに別の色素,フ ィトク

ロムによって市り御されている。すなわち,原糸体を

青い光で照射 したすぐ後に,わずか数分間の近赤外

光を照射 し,暗闇に移すと,細胞分裂の時期を数時

間も遅 らすことが出来る。ところが, この近赤外光

の直後に,今度はほんの数分間の赤い光を照射する

と,分裂時期は元にもどつてしまう。この赤 と近赤

外の光によって変化する細胞分裂の時期は,暗闇に

移す直前に,ど ちらの波長の光を最後に与える力■こ

よつて決まり,何回でもくり返すことのできる可逆

的な反応である。このような現象は,いわゆる赤 。

近赤外光可逆反応といわれ,広 〈植物の光形態形成

に働いている光受容色素,フ ィトクロムに独特の現

象である。このことから,原糸体の細胞分裂の時期

は,フ ィトクロムによって制御されていることがわ

かる。まとめて言えば,「ホウライング原糸体の細

胞分裂時期は,青 。近紫外光吸収色素と,フ ィトク

ロムという植物の光形態形成にたずさわる主要な二

色素によって制御されており, しかも両者の相互作

用が存在する」ということになる。

このように一つの細胞内に存在する二種類の色素

が,細胞分裂の時期という一つの現象を制御 してい

る場合,こ の現象に働 く,それぞれの色素が細胞内

のどこに存在するかを解明することが,問題を解き

にぐしていく一つの方法であろう。しかし,前述の

ように,細胞全体に光を当ててしまつたのでは,細

胞内のどこに光の受容体が存在するかはわからない

し,直接関係のない現象まで引起されてしまう可能

性も多 く,問題の解析を難しくするばかりである。

そこで新兵器である微東光照射装置により,一 つの

細胞の一部分のみに光を照射して,その部分の光照

射が目的 とする現象を引起こし得るか否かをしらべ

ることによって,その現象に働いている光吸収色素

の細胞内の存在部位を追求した。この装置は,光学

顕微鏡の光源とコンデンサーレンズの間に, ピンホ

~ル又はスリットを挿入し,その像を適当な光学系

にょって顕微鏡のステージ上に置いた細胞の面に結

像させるものである。挿入するシポリの大きさ,お
よび挿入する位置により, ビンホールの場合は直径

約 1～ 7"μmのスポット,ス リットの場合は約 1

～ 700 μm幅の光束を試料に照射することができる。

前置きが長 くなつてしまつたが, ここからが本論

である。

赤い光に向って寒天上を水平方向に伸長した原糸

体のいろいろな部分に10 μm幅の青色微東光を下方

から2分間照射 し,暗闇に移す。その後30時間目に,

微東光によって照射された原糸体の部分と,細胞分

裂の関係を調べると,原糸体の先端から平均約60
μmの位置に存在する核の部分を照射 した場合のみ

に青色光の効果が見られた。さらに,核の存在する

部分に,青い光の微束光の幅をいろいろ変えて照射

し,照射幅の効果を調べると,微東光の幅が核の長

径にほぼ等しい30μ m,あ るいはそれ以上の時に効

果は飽和するが,それ以下の幅では効果は減少する。

この二つの事実から,細胞分裂を誘導する青 。近紫

外光吸収色素は,核そのもの,又は核に非常に近い

所に存在 していることになる。 しか しながら,ホ ウ

ライシダ原糸体の核は,葉緑体をはじめ,細胞内の

あらゆる種類の顆粒に取囲まれているため,照射 し

た青色微東光は,核 と同時に,核を取 り巻 くすべて

の顆粒を照射 してしまう。このため,光受容体の存

在位置について,確定的なことは全 く言えない.。 し

かし,核以外の細胞内顆粒は,核のまわり以外にも

多数存在するにもかかわらず,核以外の場所を青い

光で照射 した場合には, どこにも細胞分裂を誘導す

る効果は見られないので,核そのものが光を吸収し

ている可能性はかなり高いであろう。

一方, この青い光によつて誘導される細胞分裂の

時期を告」御 しているもう一つの色素フィトクロムの

効果についても,同上の微東光照射の実験を行つて

見た。しかし,青色光照射の場合と違つて,近赤外

微東光の効果は, どこといって決つた部位に集中し

てからず, しかもわずかずつ細胞全体に分散してし

まつた。微束光の照射幅を変えた実験では,原糸体

の先端からの照射面積が広くなればなるだけ,効果

があつた。このことから考えて,この現象に働いて

いるフィ トクロムは,細胞内に広く分散しているこ

とがわかる。



細胞内のフィトクロムは,原形質基質にも,細 胞

質顆粒を作つている生体膜上にも存在することが ,

いろいろな手段によつて確かめられている。そこで ,

この現象に働いているフィトクロム分子の細胞内の

存在状態を知るために,次には偏光の効果を調べて

みた。原糸体の成長軸に対していろいろな角度で振

動する近赤外の偏光を原糸体に照射してみると,原

糸体と偏光の振動面のなす角度によって,近赤外光

の効果に大きな差がでてくる。このことは,フ ィト

ク ロム分子が,細胞内である一定方向に配 向

していることを示唆している。硬い細胞壁に囲まれ

ている植物の細胞も,細胞の内は,原 形質流動 に

より,時々,刻々と変化 している。この動的な細胞

内の構造のうち,フ ィトクロム分子の方向を常に一

定に保ちうる最も可能性の高い構造は,原形質膜で

あろう。液胞化が進み,細胞内顆粒の非常に少ない

部分でも,近赤外光の効果が見られることからして

も,原形質膜は最有力候補である。

このように,ホ ウライング原糸体の細胞分裂の時

期を調節している二つの色素,青 。近紫外光吸収色

素 と,フ ィトクロムは,それぞれ,核近傍 (叉は核

自体 )と ,細胞全体 (恐 らくは原形質膜上 )に 分か

れて存在していることが明らかになった。つまり,

細胞分裂の引金が引かれてか ら,細胞分裂が完了す

るまでの長い道中のどこかの関所を,それぞれの色

素が独立に見張つているということであろうか ?実

験を始める前には, “二種類の色素分子の同一膜上

での相互作用 "と いつた当世風な制御機構を想像 し

てみたものの,そんなカッコイイ話ではなかつたよ

うだ。

今後は,こ の二つの色素系が01,S,G2,Mと い

う細胞周期のどの時期を制御しているかを追求して

いくと同時に,青 。近紫外光吸収色素の存在位置が

核であるのか,核以外の部分であるのかをれ υづιγθ

の実験系で明らかにしていきたいと思つている。

蓬未山の仙人のようにいつまでも, ビーナス

とともに,実験を続けられる日々を望みつつ

コ ー ロ バ ク タ ー の 話

「 あゝあなたですか,あの “変な菌 "を やつてい

るのは」,コ ーロパクター (C aulobacter)を 私

が米国か ら持ち込んだ頃いわれた ものである。コー

ロバ クターは新 しい実験系で現在その開発途上にあ

る。一般に細胞の形と構造を形態 とよべば,細胞の

形態は多種多様で生物の種に特徴的である。生物に

より細胞形態が異ることが遺伝子の違いによること

は想像に難 くないが,同一の遺伝子をもちながらそ

の生育条件,細胞周期お よび発生・ 分化の過程で異

る形態をもつように もなる。同一の遺伝子をもちな

がらどの ような機構で細胞形態の多様性が生れるの

であろうか。形態形成は現在多 〈の生物学者が関心

をもつ問題で,い ろいろな材料を用いて研究が進め

られている。 コー ロパ クターもその材料 の 1つ とい

える。 ここでは,こ の “変な菌 "の話を簡単に して

みたい。

福 田 昭 男 (生化 )

コーロバクターは,湖 ,沼沢,河川の水から分離

される細菌である。大 きさは 1～ 2μmで ,細胞の

一極端にス トーク (stalk=cau H s)と よばれ

る突起構造を有する。コーロパクターの細胞周期の

最 も著 しい特徴は細胞分裂 により機能 と形態におい

て異る娘細胞が生れることである。これ ら娘細胞の

一方をス トーク細胞,他の一方をスワーマー(帥γ―

mer)細胞 とよぶ (図 )。 ス トーク細胞は細胞の一

極端に 1本 のス トークを有 し,ス ワーマ~細胞は細

胞の一極端にス トークの代 りに 1本のべん毛を有 し,

べん毛の回転運動により泳 ぐことができる。 このよ

うに細胞分裂で異る娘細胞が生れること (非対称分

裂 )は他の細菌ではあまり見 られず,細胞の機能発

現 と形態形成を研究する上でコーロパクターの細胞

周期を興味あるものに している。

図に示す通 リコー ロパクターの細胞周期は DNA
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細胞   細胞      細胞    細胞

SG吟) G,0分 )

DNA合成前期    DNA合成期 DNA合成後期
べん毛,線毛,DNA DNA合 成  べん毛,線毛
ウイルス受容体の1    細胞伸長 DNAウイルス
消夫 :ス トーク          受容体の形成
形成開始

図 コーロバクター・ クレセンタスの

細胞周期 (100分 ,天然培地 )

合成能により 3つの時期 (Gl,S,02)に 大別され ,

その問,形態の異る綱胞は一定の順序で現われる。

また細胞形態のうち べん毛,線毛(RNAウ イル

ス受容体 )が よび DNAウ イルス受容体は,前分裂

型細胞のス‐トークと反対lRlの細胞極に近接してG2

期に形成.される (図 ),言い換えると, これらコー

ロパクターの細胞形態は,細胞周期て形成される時

期と細胞上の位置で調節をうけていることになる。

はつきりした区切りのない単綱胞で, これら形態が

限られた時期に限られた位置でどのようにして形成

されるのであろうか。現在この問題に遺伝靴 学的

アプローチを試みているが未だ殆んど不明といえる。

しかしながら注目すべき現象は,これら近接して形

成される表層構造のいずれか 1つが欠損するような

変具体は他の表層構造 も同時に失 うことである。現

在この事実および他の成績から,これら近接して細

胞の極に局在する表層構造の形成は共通な因子の働

きにより調節されていると考えられている。更に形

成時期 と位置ばかりでなく,コ ーロバクターに最 も

特徴的でその名前の出来になつているストーク構造

の形成には方向性がみられる。スワーマー細胞から

極べん毛が放出された後,同一細胞極からス トータ

の形成がはじまり,他の細胞極 |こ はストークの形成

がない。この方向性を反映するのであろうか,同一

細胞極でべん毛の運動に与る因子は同時にス トーク

の形成にも関与することが遺伝学的に示唆されてい

る。

以上の外,現在地の研究面では, より分子レベル

での問題 として,細胞周期における特異的遺伝子機

能の発現を染色体の構造, DNA合成, RNA合成

酵素とそれに関与する因子,更に蛋自質合成の解析

から進めている。

コーロノ`クターを培養すると培養液のにおいでそ

の日のコーロパクターの気嫌がわかる.。 顕微鏡でみ

るとスワーマー細胞は元気に泳ぎ可愛 く=ス トーク

細胞は静かである。やつとコニロパクターの肌触 り

がわかつたところであるが,今後この“変な菌 "の

研究により生物にかける特異的遺伝子機能の発現・

細胞の形および構造,更に1形態形成部位と方向性が

どのようにして決るかを理解する上で重要な知識が

得られることを期待 している。

10月理学部会合日誌<学部 消息>

9月 理学部会合日誌

9月 13日 (火 )教 務 委 員 会

″ 16日 (金 )人 事 委 員 会

″ 19日 (月 )理 職 定例 交渉

″ 24日 (土)人 事 委 員 会

″ 20日 (月 )理 学 系委員会

″ 28日 (水)教 授 会

13:30～ 15:00

10:30-11:45

12:3o-14:o0

13:00-15:00

14:00-17:00

B:30-16:06

10月 5日 (水 )

″ 12日 (水 )

′ 13日 (木 )

″ 17日 (月 )

″ 18日 (火 )

″ 19日 (水 )

″  ″ (″ )

″ 24日 (月 )

″ 26日 (水 )

人 事 委 員 会

教 室主 任会議

教 務 委 員 会

理 学 系 委員会

会 計 委 員 会

教  授  会

企 画 委 員 会

理 職定 例交渉

人 事 委 員 会

10100-12:40

12:00‐し13:00

13:30-15:010

15:00-16:10

10:00～ 13:15

13:30-15:36

15:40-17:00

12:30-14:00

13:00-15:00
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ll月 理学部会合日誌

11月 2日 (水)企 画 委 員 会

″ 9白 (水)教 務 委 員 会

″ 14日 (月 ) 理学系委員会
″ 16日 (水)教 授 会
″ ″

(″ ) 薔畠萎貸曇
問題

″ 21日 (月 )会 計 委 員 会
″ 29日 (火) 教室主任会議

8 人事委員会報告

9.会計委員会報告

10.教務委員会報告

11,寄附受入れの1件

12.そ の 他

10月 19日 (水)定例教授会

1.前 回議 事承認

2.人事異動等報告

3.学生の休学について

4.研究生の研究期間‐延長並びに入学につぃて

5 人事委員会報告

6 教務委員会報告

7.そ の 他

11月 16日 (水)定例教授会

1.前 回 議 事承認

2 人 事異 動報告

3.人事委員会報告

4会 計委員会報告

5.教務委員会報告

6,そ |の 他

異 動 内 容

教育戦H3等級k東京大学講師理
学部 )に昇任させる

蓼鎌雅膨ξ番夢勤毅

警星靭 茸怪

`署

1大
学勁教授

警量獣?危算軽碁昼菅大学ャ教授

撃尋?冒鼻穫彎暮香
京大学教授理

肇事サ?鼻荏警

`香

京大学教授理

整尋獣?危蔀警裏季】
大学助教授

1.

2.

3.

4.

5,

6.

7.

(講師以上 )

所 属  官職

鉱  物  助 手

天  文  助 手

天  文  助 手

化  学 講 師

植  4/2 助教授

物  理  助教授

植  物 絨
研究職

氏

小 澤

辻

尾 崎 洋 二

吉 田 政 幸

田 澤   仁

平 川 浩 正

鈴 木 秀 穂

15:00-17:00

14:00-16:00

15:oO-16:lo

13:30～ 15:23

15:30-17:00

13:15-16:00

13100～ 14:00

発今り弓日

徹  52.11 1

52 11. 1

52.11  1

52.11  1

52.11. 1

52.12. 1

52112  1

教 授 会 メ モ

9月 28日 (水 )定例教授会

前回議事承認

人事異動等報告

研究生の入学について

研究生期間延長について

受託研究員の受入れにっいて

昭和53年度日本学術振興会,外臥 招へい研究

員の受入れについて

評議員の改選につぃて

動異事人

考備名

隆

国十遺伝学研究‐所
から



数  学

情報科学

情報科学

地球物理

化  学

化    `浄

化  学

生  化

地  物

植  物

物  理‐

天  文

地球物理

地球物理

素粒子物
理学国際
協力施設

(助 手 )

教 室  官職   氏

助 手  小

助 手  大

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

助 手

発割 日

雄  52.10.1

廣  5210.1

清   52■  1

換  52:1011

χ菫   52.10. 1

ヲそ   52.10. 1

,な    52 10, 1

夫  52.10.1

晃  52.10.16

光  521016
治  5210,31

員1   52.11. 1

彦  52,11 1

敬  52.11 1

男  ・o2.12 1

発今年月日

52 9 30

512110. 16

52.10,25

52.10.25

52.10.2‐ 5

52.11. 1

52.11. 1

52 11  1

異 動 内 容

工学部講師昇任

助手に配置換

助手に採用

助手に採用

薬学部助手に配置換

助手に転任

東京農工大学講師昇任

助手に採用

大階 育大学助教授昇任

岡山大学教授昇任

退 職

助手に採用

建設省建築研究所技官に転任

助手に採用

助手に採用

異  動  内

勧 しょう退職

文部技官に転任

文部技官に採用

文部事務官に採用

文部事務官に採用

文部事務官に採用

東京教育大学に転任

文部事務官に転任

渡 航 期 間

9. 1-12. 1

9.■5- 9 30

912～ 1l13

9 13-53.10.3

芳

直

西

島

俊

全

和

　

将

正

正

克

畑

宗

林

藤
畠

藤

下

井

宮

　

．橋

田

石

ヂ

小

佐

多

須

山

二

永

家

石

栗

月 海 外 渡 航 者

教育用計算機セン
ターから

東京工業大学から

農 学 部

教 育 学 部

薬 学 部

鹿児島大学 より

東京教育大学 より

渡  航  目 的

植物栽培技術研究

第9回国際ホントアトムイヒ学シィ
ポジウム出席及び放射化学成層圏
光化学に関する研究連絡

分子間力に関する研究

数学に関する研究

小 林 富

(一 般職員 )

所 属  官職

一 号 館  用務員

情  報

天  文

物  理

植 物 園

物  理

事 務 部  事務官

事 務 部  事務官

氏

長谷部

土 岐

鵜 沢

鈴 木

古 谷

鈴 木

鈴 木

長 本

名
「
一
時
”
晴
わ
〓
熱

醸
続・嗜

官職   氏

助 手 川 上

教 授 富 永

名   渡 航 先 国

幸 男  Mツ 〕弱率共和国

健  アメリカ合衆国

太  郎  フ ラ ン ス

雄二郎  Mツ 廓 共和国

教

助

理

学

物

数

授 本 原

手 川 又



所属   官職

物 理  助 手

情報科  助 手
学

地 球  助 手

物 理  助 手

化 学  助 手

地 球  助 手

化 学  助 手

物 理 教 授

植 物  教 授

氏   名

安 藤 恒 也

り|1合   慧

杉ノ原 伸 夫

久保寺 国 晴

藤 原 棋多夫

高 野   敬

浜 口 宏 夫

有 馬 朗 人

飯 野 徹 雄

渡 航 先 国

アメリカ合衆国

連 合 王 国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国
ス  イ  ス

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

連 合 王 国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国
連 合 王 国

渡 航 期 間

9 15■‐53.8.15

9 18～ 53.7.20

9 15-53 9 14

9.15～ 531231

9 24～ 53.9,30

9  8- 9 26

9 16-54 9 15

9 27～ 12.26

9 29- 10 12

渡  航  目 的

半導体物理・表面物理の研究

電子計算機システム及びプログラ
ラミング言語に関する研究

中規模大気=海洋相互作用に関す
る研究

中間子原子核物理学の研究

無機 。分析化学特に原子並びに分
子分光洋に関する研究

メンドシーノ岬沖における海底地
震観測

分子分光学の研究

原子核物理学の研究

組換えDNA研究の規制問題に関
する調査

10月 海 外 渡 航 者

所属   官職

地 理  助教授

地 理  教 授

天 文  助 手

物 理  助 手

地 質  教 授

氏

小 堀

吉 川 虎 雄

尾 崎 洋 二

小 野 嘉 之

久 城 育 夫

渡 航 先 国

シ  リ  ア
ア ル ジ ェ リア

ア ラ ン ス

ニユージーライド

フ ラ ン ス

Mツ連邦共和国

アメ リカ合衆国

渡 航 期 間

10. 8-11.28

10 10-12 27

10.19-53.1018

10.27～ 53.11 1

10 30～ 11  7

11月 海 外 渡 航 者

渡  航  目 的

1日大陸乾燥地帯にかけるフォガラ
涵養オアシスの比較調査のため

ニュージーランドの第四紀地殻変
動調査のため

ニース天文台にて天文学特に天体
物理学の研究のため

強磁場中での伝導電子の諸性質の
理論的研究のため

プリンス トン大学主催ボウエン記
念会議にかいて講演を行なつため

渡  航  目 的

国際天文学連合シンポジツム第80

回「ヘルツシュプリング・ ラッセ
ル図表」出席および天文学に関す
る研究連絡のため

情報科学のま粒子実験への応用に
関する研究のため

IAEA(国際原子力機関 )主催の

「水生生物に対する放射線影響研
究の方法に関する専門家会議」に
出席のため

所属   官職   氏

天 文  助教授  小 平 桂

渡 航 先 国

アメリカ合衆国
オ ラ ン グ
Mツ連邦共和国

ドイツ連邦斯 口国

オ ー ス トリア

素粒子  助 手
国際協
力施設

動 物  教 授

井 森 正 敏

江 上 信 雄

渡航期 間

11  1～ 11.17

1115-53.1l14

11,19-11 27
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所属  官職   氏   名   渡 航先 国   渡航 期 間

物 理 教 授 飯 田 修 ―  アメリカ合衆国  11 4～ 1120

地球物 教 授 小 嶋   稔 アメリカ合衆国  11 9～ 1118
理

物 理 助教授 中 井 浩 ニ  アメリカ合衆国  1112～ 12,11

動 物 助 手 加 藤 邦 彦 アメリカ合衆国  11.30～ 53.12.1

渡  航  目 的

第23回磁気学国際会議.出席および
磁気学に関する研究連絡のため

IPOD(国 際深海堀削計画 )パ ネ
ル会議出席わよび地球物理学の研
究連絡のため

ベバラックにおける重イォン実験
参加のため

老化における損傷 と修復過程に関
する研究のため

理系研究科委員長と
院生自治会の交渉

理系研究科委員長と院生自‐治会代表 との間の「 理

系交渉」は 11月 28日 0午後 4時 15分 より8時

まで,化学新館会議室にて開催された。出席者は次

の通 り。理系研究科側 :田丸委員長,江上評議員,

西島企画委員長,藤井奨学金委員長,埴原 2号館建

物委員長,尾本学生委員。院生自治会側 :石井委員

長,岩崎 (会計 ),中沢 (渉外 )の ほか各専門課程

の自治委員 8名。

交 渉 の 内 容

I F奨学金」および「授業料値 卜げ」について

まず奨学金につき院生自治会側 より,「 貸与枠の

大巾増加 」おょび「 免除職廃上の動向への反対」の

要求がなされた。これに対 し,理系委員長より,奨

学金問題については従来より理学部長会議を通して

要求を重ねている旨の回答があった。
「

授業料値上

げに反対せ よ」との院生自治会側の要望 rC対 しては,

理系委員長としては反対声明を出す予定はないが,

しかるべき時期に国大協において反対の意志表示が

なされることになっていると聞いているとの回答が

あった。

ついて,奨学金申請時に「 アルバイト証明」など

を出させることの是非につき,院生自治会側と奨学

金委員長との間で議論がなされた

]建 物 問 題 に つ い て

主として 2号館改修につき,院生自治会側より,

とくに「 引越 し .改修期間中の院生の研究を保証 囃

また「 改修后,院生のための共通施設 (院牛室 0シ

ャワー室など)を確保せよ」との要求がなされた。

これに対し 理系委員長より,改修はなるべ〈短期

間rC終了させるよう計画したが諸事情により2年が

かりとなったこと,またとくに院生に対 しては各専

門課程において研究上できるだけ支障のないよう充

分配慮するよう,機会ある毎にお願いしてあるし,

理学部としても努力している旨の説明があった。ま

た, 2号館建物委員長より,予算決定の遅れなどに

より移転に際し 予定を立てにくかった事情が説明

され また各課程共研究室の確保を優先させている

ため,現在のところ, 2号館共通の院生施設をとる

余祐はないとのことであった。

Ⅲ OD問 題 に つ い て

とくに当面の問題として,院生白治会●llよ り,

「 研究生に通学定期を発行すること」および,「研

究室予算でOD研究生が冷遇されょうとしているこ

と」についての質問があった。これに対し,理系委

員長より,「 研究生の通学定期Jについては学生部

等で前向きに検討中であると理解しているがら「 研

究生」は内容的に多様なので一律に扱うことは難か

しいのではないか,と の感想が述べられた。また,

研究彗藩斡覆分略 課程が主体的に判断すべきこと

との見解が示され,さ らに, OD問題の背景は大き

く,その解決には時間が必要であるとの説明がなさ

れた。

-9-



ly研野桑帯。1改 善について

躙 治:幼 よ夕し蘇騨0野外勒 ●勲 繊

況曲 が機3.廃造旅費のIF費量化Jに書九して

ほしいと優羹動隧 され亀 ‐魏 髯織し 1饗鑢

輩嚢
=蓼

Ъ働ヒ型ヒ惑R響撃曜ュ讐摯冒|イをという:彩¬ξ罐 2恭

“

襲イTt,
Iで鯵菫呻 義と●間態についセ颯 ヽと

ッ歓げられ また理̈ |と しで対籐生が野館調査0
醸費を鶉 僅鵬

.し

徹るよう極長の動力をしてき

たハ 当面藪歌管o学壁羹地機導旅費つ鐸額をは―か

ると―とにより対処したい旨の回響がら,I亀|ついてぃ

斃1生自鍮 よン●‐翻曖螺濃%を 握学

豫広報鰊 :嵐鮭しいとの要望:があ醸,鷲鍮

品は前蔵書確機舗することを癒し亀

VI喚 車同1題 け・9い て

1朧生目1治会側瑾.り。理学部 4理系●将来計画⑩具

魃 懇鱈ρ羞詢 ξ曇1♭

=な 長こ企画

長より翻 がなむ務亀 連‐の電れ 腹生童治会劇豊

聾邊攣奪囃 会,黎 環魏 勒 κ箱轟じ

て,急しい旨υ藝菫鮮を選れれ

爆  嘉1 機 記

1広報び記藝格した糞嶽鼠いと偽りヽ loパ参財警し

糞勤‐勲撫瀬 夢1醐納躊す。
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